
取扱説明書

警 告
●使用前に必ず取扱説明書を読む。
●使用の際は、作業者およびまわりの人も必ず保護メガネを着
用する。

●ボルト・ナットを締める時以外は絶対にスロットルに指をかけない。
●回転部（ソケット、アンビルなど）を絶対に人体に向けない。
●移動する時、使用しない時、調整・修理・ソケット交換の時は
必ずエアホースをはずす。

●エアコンプレッサ以外の動力源は絶対に使用しない。
●揮発性可燃物のそばで絶対に使用しない。
●異常を感じたら絶対に使用しない。

●この取扱説明書は常時内容が確認できるよう保管してください。
●本機の仕様は機能向上のため、予告なしに変更することがあります。



このたびは、マックスエアインパクトレンチAT-IW16Pをお買い上げいただきま
して誠にありがとうございます。本機の取扱いにあたって、この取扱説明書を最
後までよくお読みください。使用上の注意事項、使用方法、能力などについて十
分ご理解の上、安全に適切にご使用くださるようお願いいたします。

■表示について

この表示は、取扱いを誤った場合に、使用者が死亡または重傷を負う警告
可能性が想定される場合を表しています。

この表示は取扱いを誤った場合に、使用者が傷害を負う危険が想定さ
れる場合および物的損害のみの発生が想定される場合を表しています。

注意 また、取扱いを誤った場合には、エアインパクトレンチ本来の性能を
発揮しないばかりでなく本機の損傷につながる事が想定される場合を
表しています。
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この記号は「してはいけないこと」を意味しています。この記号の中や近く
の表示は具体的な禁止内容です。禁止 
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各部の名称

アンビル
（ソケット差込角12.7mm）

ピン穴

マフラ
（排気口）

無段式スロットルレバー
（トリガ）

レギュレータ
（流量調整器）

リバースボタン
（正逆転ボタン）

エアプラグ

エアプラグキャップ

※ソケットは差込角12.7mmのものをご使用ください。

ソケットH19×L80mm
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警 告
q使用の際は、作業者およびまわりの人も必ず保護メ

ガネを着用する。

作業をする時、ボルト・ナット等の締め付け、ゆる

め作業による切粉、排気エアによる粉塵の舞い上が

り、また、万一締め損じたボルト・ナット等がはね

返り、眼に入ると失明する恐れがあります。作業す

る本人はもとよりまわりの人も必ず保護メガネを着

用してください。

※保護メガネは別売品で販売しております。

お買い求めの販売店又はマックスサービス㈱へお申

しつけください。

w防塵マスクを着用する。

作業をすると、ボルト・ナット等の締め付け、ゆる

め作業による切粉や排気エアにより粉塵が舞い上が

ります。その汚れた空気から鼻・咽喉・気管・肺を

守るため防塵マスクを着用してください。

e作業環境に応じた防具を着用する。

作業環境に応じて、防音保護具・保安帽・安全靴等

の防具を着用してください。

本機は、ボルト・ナットなどの締め付け、ゆるめ作業を目的としたエアインパクトレン

チです。指定以外の用途、使用方法は重大な事故につながる恐れがあります。この取扱

説明書の記載事項を厳守してください。作業関係者以外、特に子供は作業場所に近づけ

ないでください。また、本機に触らせないでください。

作業前

q

w

e

安全作業のために
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警 告
rエアホース接続前に必ず点検する。

エアホースを接続する前に下記の点検を必ず行って

ください。

1.機械本体のボルトの締め付けが緩んでいたり、抜

けていないか。

2.各部部品が外れていたり、傷んでいないか。

3.ソケットが割れたり、減っていないか。

長期間使用しますと各部品が消耗してきます。また、

不完全なまま使うと、事故や破損の原因となります。

異常のある場合は、お買い求めの販売店又はマック

スサービス㈱へ点検・修理に出してください。

tエアコンプレッサ以外の動力源は絶対に使用しない。

本機はエアコンプレッサによる圧縮空気を動力源と

する工具です。圧縮空気以外の高圧ガス（例：酸素、

アセチレン等）を使うと異常燃焼をおこし爆発の危

険を伴いますので、エアコンプレッサ以外は絶対に

使用しないでください。

yエアホース接続の時には必ず厳守する。

エアホースを接続するときは誤って作動させないよ

う下記のことを必ず守ってください。

1.スロットルレバー（トリガ）に指をかけない。

2.回転部（ソケット、アンビルなど）を人体に向け

ない。

禁止 

禁止 

禁止 

r-1,2

r-3

t

y

安全作業のために
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警 告
uエアホース接続時には必ず確認する。

使用前にはエアホースを本機に接続し下記の確認を

必ず行ってください。

1.エアホースを接続しただけで作動音がしないか。

2.エアもれや異常音がしないか。

エアホースを接続しただけで作動したり、エアもれ

や異常音がする場合は故障しています。そのまま使

うと事故の原因となりますので、絶対に使用しない

でください。異常のある場合はお買い求めの販売店

又はマックスサービス㈱に点検・修理に出してくだ

さい。

i正しい服装で作業する。

回転部（ソケット、アンビルなど）に巻き込まれな

いよう、袖口の開いたものや手袋・ネクタイ・ネッ

クレスなどは着用しないでください。

o安全な作業環境を保つ。

散らかった作業場所、作業台は事故の元です。常に

整理整頓をし、また十分に明るくしてください。

!0高所作業では、下に十分に注意する。

高所作業では、下に人がいないか十分に注意してく

ださい。

禁止 

禁止 

u

i

o

!0

安全作業のために
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警 告
q使用空気圧を必ず守る。

本機の使用空気圧範囲は0.49～0.68MPa（5～

7kgf/cm2）です。対象物によりその範囲内で調整

し使用してください。0.68MPa（7kgf/cm2）を超

えた圧力で使用すると本機の寿命を早めたり損傷に

よって危険を生じる恐れがあります。

w回転部（ソケット、アンビルなど）を絶対に人体に

向けない。

回転部（ソケット、アンビルなど）を人に当て、誤

って作動した場合には思いがけない事故につながり

ます。また、回転部付近に手足等を近づけての作業

は危険ですからさけてください。

eボルト・ナットはソケットに確実に挿入する。

回転中にボルト・ナットがソケットより外れると大

変危険ですので、ボルト・ナットはソケットに確実

に挿入してください。

rボルト・ナットを確実に対象物に入れる。

ボルト・ナットを確実に対象物に入れないと、滑っ

て思わぬ方向へボルト・ナットが押し出されたりして

大変危険ですので、確実に対象物に入れてください。

t回転部（ソケット、アンビルなど）には絶対に手を

近づけない。

●回転部（ソケット、アンビルなど）に手や布きれ

などを近づけますと、はさまれたり巻き込まれた

りして怪我をすることがありますので絶対に手や

布きれなどを近づけないでください。

●回転部（ソケット、アンビルなど）およびボルト、

ナットなどは、摩擦で熱くなっていることがあり

ますので不用意に手をふれないでください。

作業中

禁止 

禁止 

q

w

e

r

t

安全作業のために



－ 6 －

警 告
y作業時以外には、絶対にスロットルレバー（トリガ）

に指をかけない。

本機を持って移動する時やボルト・ナット締め作業

をしていない時は、スロットルレバー（トリガ）か

ら指をはなし、エアホースをはずしてください。誤

ってスロットルレバー（トリガ）を引き、作動（回

転）すると事故の原因になります。

u作業中断時は必ずエアホースをはずす。

作業中のソケット交換及び調整のときは誤って本機

が作動（回転）すると危険ですから、必ずエアホー

スをはずしてください。

i揮発性可燃物のそばで絶対に使用しない。

本機やエアコンプレッサを揮発性可燃物（例：シン

ナー、ガソリン等）のそばで使うと引火や、空気と

いっしょに吸入圧縮され、爆発の危険を伴いますの

で、揮発性可燃物のそばでは絶対に使用しないでく

ださい。

o大切に扱う。

落としたりぶつけたりすると故障の原因となりま

す。

禁止 

禁止 

禁止 

y

u

i

o

安全作業のために



－ 7 －

警 告
!0しっかりした足場を確保する。

無理な姿勢での作業は事故のもとです。しっかりし

た足場を確保して作業を行ってください。

!1異常を感じたら絶対に使用しない。

作業中に本機の調子が悪かったり、異常を感じたら、

ただちに使用を中止してください。異常のある場合

はお買い求めの販売店又はマックスサービス㈱に点

検・修理に出してください。

警 告
q作業終了時には必ずエアホースをはずす。

作業終了時には、必ずエアホースをはずしてくださ

い。

w本機を絶対に改造しない。

本機を改造すると、本来の性能が発揮できないばか

りでなく安全性が損なわれますので、絶対に行わな

いでください。

作業後

禁止 

禁止 

禁止 

!0

!1

q

w

安全作業のために
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警 告
q足場の安全性を充分に確認する。

足場を使っての高所作業の場合、作業中に落ちるこ

とのないように充分足場の安全性を確認してくださ

い。

wエアホースの確保。

高所作業の場合、エアホースは作業場所の近くに必

ず固定箇所を作ってください。これは不用意にホー

スが引っぱられたり、引っかかったりしたときの危

険を防ぐためです。また、ホースのたるみやねじれ

のないように注意してください。

e直射日光をさける。

本機やエアセット、エアコンプレッサは直射日光に

長時間あてたまま放置しないでください。また、エ

アコンプレッサはできるだけ日陰に設置して使用し

てください。

屋外作業について

q

w

e

禁止 

安全作業のために
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仕様及び付属品

商　　　品　　　名 マックスエアインパクトレンチ

商 品 記 号 AT-IW16P

寸　　　　　　　法 （L）150×（W）56×（H）225mm

質　　　　　　　量 1.3kg

能 力 ボ ル ト 径 16mm

ト ル ク （ 参 考 ） 270N・m（2700kgf・cm）

使 用 空 気 圧 範 囲 0.49～0.68MPa （5～7kgf/cm2）

無 負 荷 回 転 数 10,000min－1

負荷時空気消費量 300Nr/min

セ ン タ ハ イ ト 26mm

ソ ケ ッ ト 差 込 角 12.7mm

使　用　ホ　ー　ス 内径8.5mm以上、長さ30m以内

使用コンプレッサ 1PS・0.75kW以上

使　用　オ　イ　ル モータオイル ISO VG5

〈付属品〉

ソケットH19×L80

ソケットは差込角12.7mmのものをご使用ください。

オイル
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使用前に、本機とエアコンプレッサを接続しないで使い方を覚えてください。

【ソケットの取付け、取外し方】

〈図-1〉

ソケットとアンビルの四角部の向きを合わ
せてソケットをアンビルに押し込みます。ア
ンビルにソケットを押し込むとリティナーリ
ングでソケットが保持されます。 〈図-1〉
※ソケットを外す場合は、ソケットを強めに
引張ってアンビルより抜き取ってください。

リティナーリング
アンビル

ソケット

四角部の向きを
合わせる

警 告
●ソケットの取付け、取外しの際は、エアホースをはずす。
交換時に不意に作動したり、作動時に外れたりして事故の原因となり大変危険です。

●使用の際は、必ず保護メガネを着用する。
●ソケットをつけてのカラ回転（無負荷回転）は絶対に行わない。
ソケットが飛ぶ恐れがあります。また、焼き付きや部品の早期摩耗など故障の原因とな
りますので、必要以外のカラ回転（無負荷回転）は絶対に行わないでください。

●ソケット・アンビルは使用前に摩耗・破損がないか必ず点検する。
常に摩耗、破損が無いか点検し、必要なら交換もしくは修理をしてください。特にソケ
ットと、本機ソケット挿入部のガタつきの大きいものは、破損して怪我をする恐れがあ
りますので、絶対に使用しないでください。

手順

使用方法

警 告
●ソケットは確実に取り付けてください。
ソケットは取付け後、軽く引張って抜けないか確認してください。不確実な取付けは、
ソケットの破損や、本機の早期故障を招くばかりでなく、事故の原因になります。

●ピン穴には、針金や釘などでソケット止め具の代用は、絶対に行わないでください。

警 告
●必ず動力工具用を使用してください。
手動用のソケットを使用しますと、破損し、破片が飛散するなど、事故のおそれがあり
ますので、本機の使用するソケットは、必ず動力工具用のものを使用してください。

●使用の際は、必ず保護メガネを着用する。
作業時に、ソケットを止めているピンや粉塵などが眼に入ると失明する恐れがあります。
使用する際は、作業者およびまわりの人も必ず保護メガネを着用してください。

●ソケット止め具（ピン・Oリングなど）はソケットメーカー指定のものを使用してくだ
さい。針金や釘などによるソケット止め具の代用は非常に危険ですので、絶対に行わな
いでください。

●ソケットは差込角12.7mmのものをご使用ください。

〈市販品ソケット（ピン・Oリング止め付け方式）使用時の注意事項〉



【リバースボタン（正逆転ボタン）の切替え方法】
リバースボタン（正逆転ボタン）「○」側

（右側ボタン）を押すと正回転（右回転）、

「○」側（左側ボタン）を押すと逆回転

（左回転）します。 〈図-2〉

〈図-2〉

－ 11 －

逆回転
（左回転）

正回転
（右回転）

注 意
●使用前に必ず回転方向を確認してください。また、正回転、逆回転の切替えは、

回転が停止した状態で行なってください。回転中に切替えますと故障の原因にな

ります。

●リバースボタン（正逆転ボタン）は　 または　 の位置で奥まで押してください。

中間の位置では回りません。

【レギュレータ（流量調整器）の操作方法】
レギュレータを回すことで、正回転（右回

転）速度を4段階に調整できます。レギュ

レータを調整して、作業条件に合った回転

速度でご使用ください。 〈図-3〉

〈図-3〉

レギュレータ

低速 高速

注 意
●レギュレータ（流量調整器）は正回

転（右回転）のみ調整できます。逆

回転（左回転）時はレギュレータを

調整しても一定の回転速度となりま

す。スロットルレバー（トリガ）の

引き加減にて回転速度を調整してく

ださい。
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qリバースボタン（正逆転ボタン）の「 」

側を押して、正回転（右回転）にします。

〈図-4〉

wソケットをボルト・ナットの頭に確実に

入れ、スロットルレバー（トリガ）を引

いてねじ込みます。 〈図-5〉

押す

【ボルト・ナットの締め方】

手順

〈図-4〉

ソケット

ボルト・ナット

スロットルレバー（トリガ）を
ゆっくりと引く

〈図-5〉

注 意
●スロットルレバー（トリガ）はゆっ

くり引き、徐々に回転数を上げるよ

うに操作してください。

【スロットルレバー（トリガ）の操作方法】
本機は無段変速になっており、スロットルレバー（トリガ）の引き加減で回転数を調整

できます。

●スロットルレバー（トリガ）を少し引く……低速回転

ボルト・ナットの締めはじめやおわりなどの微調整に使用します。

●スロットルレバー（トリガ）をいっぱいに引く……高速回転

ボルト・ナットの本締めなどに使用します。

警 告
●ボルト・ナットに対して、ソケットを垂直に当てる。

ボルト・ナットに対して、ソケットが斜めですと、ソケットを傷つけたり、ボル

ト・ナットが斜めに入る原因となります。



〈図-6〉
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〈図-7〉

qリバースボタン（正逆転ボタン）の「 」

側を押して、逆回転（左回転）にします。

〈図-6〉

wボルト・ナットの頭にソケットを確実に

入れ、スロットルレバー（トリガ）を引

いてボルト・ナットを外します。

【排気方向】
グリップ下より排気されます。 〈図-7〉

【ボルト・ナットの外し方】

手順

押す

警 告
●排気方向は十分注意する。

排気エアが直接目や耳にあたらな

いように排気方向に注意して使用

してください。
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配管についての注意

警 告
●エアコンプレッサ以外の動力源は絶対に使用しない。

q動力源は必ずエアコンプレッサをお

使いください。高圧ガス（例：酸素、

アセチレン等）は絶対に使わないで

ください。

wエアセットはできるだけ本機1台に

1セット取付けるようにしてくださ

い。

eエアホースは内径8.5mm以上、長さ

30ｍ以内で使用してください。

エアセット使用時は、 エアセット

からエアインパクトレンチまでのエ

アホースを内径8.5mm以上、長さ5

ｍ以内で使用してください。

〈図-8〉

0
0.3

0.6
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〈図-8〉

〈配管図〉

注 意
●スーパーネイラ用と一般釘打機用の2種類の取出口のあるエアコンプレッサをご

使用になる場合は、必ず一般釘打機用取出口に接続してください。

●エアコンプレッサは1PS・0.75KW以上のものを使用してください。

●使用ホースの内径は8.5mm、長さ30ｍ以内のものを使用してください。

●エアコンプレッサ1台に本機1台で使用してください。
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エアホースの接続

警 告
●エアホース接続の時は必ず厳守する。

エアホースを接続する時は誤って作動させないように下記のことを必ず守ってく

ださい。

1.スロットルレバー（トリガ）に指をかけない。

2.回転部（ソケット・アンビルなど）を人体に向けない。

〈図-9〉

qエアプラグからエアプラグキャップを外

します。

wエアプラグにエアホースのエアチャック

を接続します。 〈図-9〉

エアチャック

エアプラグ

エアプラグキャップ

手順
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オイルの補充について

〈図-10〉

オイル

【モータオイルの注油方法】
使用前、使用後に付属のオイルをエアプラ

グの口より2～3滴注油してください。

特に使用後2～3滴注油しましたら、エア

ホースをつなぎ、2～3回カラ回転（無負

荷回転）させ、オイルをモータ内に循環さ

せてください。 〈図-10〉

注 意
●注油しないと、能力低下や故障の原因となるばかりでなくモータが錆びて回らな

くなります。

●オイルは付属のオイルをご使用ください。付属以外のオイルを使用しますと、能

力低下や故障の原因となります。

（モータオイル種類：ISO VG5）

警 告
●カラ回転（無負荷回転）させる時

は必ずソケットを外してから行う。
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性能を維持するために

q本機を大切に使う

落したり、ぶつけたり、叩いたりしますと、変形、

亀裂や破損を生じる場合があります。危険ですから

絶対に落したり、ぶつけたり、叩いたりしないでく

ださい。

w不必要なカラ回転（無負荷回転）はさける

不必要なカラ回転（無負荷回転）は、部品の摩耗を

早め作業能率を低下させる原因となりますのでさけ

てください。

eエアセットを使用する

エアセットを使わないとエアコンプレッサ内の水分

やゴミが本機内に入り、錆や摩耗が発生して作動不

良の原因になります。なお、エアセットから本機ま

でのエアホースは長すぎると圧力低下となりますの

で5m以内にしてください。

r本機の水抜きをする

作業終了時エアプラグを下に向け十分水抜きしてく

ださい。

tエアプラグキャップの使用方法

機械内部にゴミが入ると回らなくなります。

本機には内部に極力ゴミが入らないようにエアプラ

グ部にフィルターを装着していますが、内部にゴミ

が入ると故障の原因となりますので、本機を使用し

ないときはエアプラグにキャップを装着してくださ

い。また、エアホースのエアチャックをエアプラグ

に接続するときには、エアチャックとエアプラグの

ゴミをよく拭き取ってから接続してください。

禁止 
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yエアコンプレッサのタンク、補助タンク、エアセッ

トのエアフィルタの水抜きをする

エアコンプレッサのタンク、補助タンク、エアセッ

トのエアフィルタに水がたまると、エアモータ部へ

水分が回り能力低下や故障、錆び発生の原因となり

ますので使用後は必ず水抜きをしてください。

u定期的に点検する

本機の性能を維持するために清掃、点検を定期的に

行ってください。点検はお買い求めの販売店又はマ

ックスサービス㈱にお申しつけください。
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保証、アフターサービス、補修用性能部品について

【保証について】
●本機には保証書（梱包箱に添付）がついています。

●所定事項の記入および記載内容をお確かめのうえ、大切に保管してください。

●本機の基本保証期間はお買い上げ日より1年間です。

「お客様登録カード」にて登録手続きしていただいたお客様に限り、保証期間が2年

間となります。

【アフターサービスについて】
●本機の調子が悪いときは、使用を中止して、お買い求めの販売店又はマックスサービ

ス㈱にご相談ください。

●保証期間中の修理は保証書の記載内容に基づいて修理させていただきます。詳しくは

保証書をご覧ください。

●保証期間経過後の修理は、修理によって機能が維持できる場合に、ご要望により有償

修理させていただきます。

【補修用性能部品の最低保有期間】
●本機の補修用性能部品の最低保有期間は、製造打ち切り後6年です。

●補修用性能部品とは、本機の性能を維持するために必要な部品です。
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－ M EM O  －
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札 幌 支 店  
仙 台 支 店  
東 京 支 店  
名 古 屋 支 店  
大 阪 支 店  
広 島 支 店  
福 岡 支 店  
盛 岡 営 業 所  
宇 都 宮 営 業 所  
柏 営 業 所  
多 摩 営 業 所  
浜 松 営 業 所  
南 九 州 営 業 所  
新 潟 マ ッ ク ス ㈱  
水 戸 マ ッ ク ス ㈱  
群 馬 マ ッ ク ス ㈱  
埼 玉 マ ッ ク ス ㈱  
千 葉 マ ッ ク ス ㈱  
横 浜 マ ッ ク ス ㈱  
長 野 マ ッ ク ス ㈱  
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京 滋 マ ッ ク ス ㈱  
兵 庫 マ ッ ク ス ㈱  

三木営業所 
岡 山 マ ッ ク ス ㈱  
四 国 マ ッ ク ス ㈱  

徳島営業所 
松山営業所 

マックスサービス㈱札　幌
マックスサービス㈱仙　台
マックスサービス㈱高　崎 
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仙台市若林区卸町東2－1－29  
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広島市西区南観音 7－ 11－ 24  
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盛 岡 市 東 安 庭 2 － 10 － 3  
宇 都 宮 市 簗 瀬 町 2 3 1 3  
柏 市 若 柴 297 － 12  
立 川 市 錦 町 5 － 17 － 19  
浜 松 市 高 丘 東 2 － 22 － 15  
鹿 児 島 市 東 開 町 3 － 24  
三 条 市 東 裏 館 2 － 14 － 28  
水 戸 市 松 ヶ 丘 2 － 3 － 27  
前 橋 市 古 市 町 2 3 3 － 5  
さいたま市北区日進町 3－ 421  
四 街 道 市 大 日 1 8 7 0 － 1  
横 浜 市 旭 区 さち が 丘 7 － 6  
松 本 市 笹 賀 8 1 5 5  
長 野 市 青 木 島 1 － 35 － 1  
静 岡 市 敷 地 1 － 3 － 2 6  
金 沢 市 森 戸 2 － 1 5  
富 山市上飯野字樋向割 10－ 8  
福 井 市 和 田 東 2 － 1 7 1 1  
京都市伏見区竹田段ノ川原町9  
神戸市兵庫区鍛冶屋町 2 - 1 - 2  
三 木 市 大 村 1 0 9 － 1  
岡 山 市 野 田 3 － 23 － 28  
高 松 市 上 天 神 町 7 6 1 － 3  
徳 島 市 末 広 1 － 4 － 25  
松 山 市 天 山 2 － 1 － 35  
札幌市中央区大通東6－12－8  
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広島市西区南観音 7－ 11－ 24  
福 岡市博多区上牟田 1－ 5－ 1
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TEL（078）652-7370㈹ 
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●マックスお客様ご相談ダイヤル（無料） 0120-228-358
月～金曜日午前9時～午後6時

●住所、電話番号などは都合により変更になる場合があります。
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